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Ebihara、 Y.、 Y.-M. Tanaka、 S. Takasaki、 
A.T. Weatherwax and M. Taguchi、 
Quasi -stat ionary auroral patches 
observed at the South Pole Station、 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































David John Ellis  外国人研究員（客員教授）
●平成年月日付け
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宮岡 宏 極域情報系 極域データセンター助教授
 （研究教育系助教授）






















山内  恭 極域観測系 北極観測センター教授
 （研究教育系教授）
伊藤  一 極域観測系 北極観測センター助教授
（研究教育系助教授）








































































































































































近刊紹介 編 集 後 記るもの、「あけぼの」衛星に
よる夜側オーロラ帯の電子密
度高度分布の太陽天頂角・太
陽活動依存性に関するもの、
研究ノートは、非等方プラズ
マ圧力中のスローモード波の
反磁性特性と収束する磁場構
造中のプラズマの運動につい
て理論的考察を行うもの、南
極周回気球実験に搭載された
高エネルギー 1次宇宙電子線
観測装置の性能と初期観測結
果報告。
　レビュー としては、SuperDARN
レーダーによるプロトンオー
ロラオーバル夜側低緯度境
界について、最後の1編は、
2004年にアイスランドに設置
された太陽電波スペクトル観
測装置の仕様と初期観測結果
報告により、構成された最終
号である。
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東南極リュツォ・ホルム湾に産するジルコンの同位体組成および年代のマ
ッピング像
